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◇Ｋ２０（４５０―１１）

秋 の 短 い 日 長 と 低 い 温 度 に よ っ て ， 葉 の タ ン

パ ク 質 な ど の 成 分 が 分 解 さ れ ， ク ロ ロ フ ィ ル

が 減 少 し た 結 果 ， 緑 色 が 失 わ れ る 。 さ ら に ，

そ れ ま で 蓄 積 し て い た 色 素 に 新 た に 合 成 さ れ

た 色 素 が 見 え る よ う に な る 。

６ ６ ０ ｎ ｍ の 赤 色 光 は 葉 に 吸 収 さ れ る た め 林

床 ま で 届 き に く い が ， ７ ３ ０ ｎ ｍ の 遠 赤 色 光

は 比 較 的 葉 を 透 過 し や す く 林 床 ま で 届 き や す

い 。 光 受 容 体 フ ィ ト ク ロ ム は 赤 色 光 で 活 性 化

す る た め 林 床 の 光 発 芽 種 子 は 発 芽 し に く い 。

特 定 外 来 生 物 の キ ク が 増 え る と ， ハ チ の 訪 花

回 数 は ， キ ク で 増 え る た め ， 自 生 す る タ ン ポ

ポ で は 減 少 す る 。 そ の 結 果 ， タ ン ポ ポ に と っ

て は ， 受 粉 の 確 率 が 減 る た め ， 繁 殖 率 が 低 下

す る 可 能 性 が あ る 。
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◇Ｋ２０（４５０―１２）

メチオニン―アルギニン―システイン―バリン―バリン―ロイシン―フェ
ニルアラニン―イソロイシン―バリン―セリン

85番目のウラシルの変異によって早期の終止コドンが生じ，遺伝子Bの正しい
タンパク質が作られなかったため。
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問 ２  

問 ３ 種名 物質

問 ４

問 ５
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

問 ６   秒

問 ７

�

・

◇Ｋ２０（４５０―１３）

コウモリがガの存在を把握するためには，コウモリの発した超音波がコウモリと

ガの間を往復する必要があるが，ガがコウモリの存在を検知するためには，その

片道分でよい。音は距離に応じて減衰するため，コウモリがガの存在を把握でき

る最大距離から，ガがコウモリの存在を検知できる最大距離までの間の距離にお

いて，ガはコウモリの存在を検知できるが，コウモリはガの存在を把握できな

い。

ガはコウモリが発した音が自分に届いた時点でコウモリの存在を検知できるが，

コウモリはその音がガに跳ね返ってコウモリのもとに戻ることで存在を把握でき

るため，ガの方が素早くコウモリの存在を検知できることになるから。
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問 １

光の強さ(×10　3　ルクス)

光
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問 ２ A種 ルクス B種 ルクス

問 ３ ルクス

問 ４ A種 ルクス B種 ルクス

問 ５ ルクス

問 ６ A種 μg B種 μg

問 ７ CO２ mg グルコース mg

問 ８ A種 B種

問 ９

�

�

・

◇Ｋ２０（４５０―１４）

（6,000※）

水温（温度）

※　光合成速度を表１から読み取った場合

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ

nyushi114
スタンプ




